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標準配筋要領図（3）

１６

３ ３完成図　構-16

本標準配筋要領図に使用される記号

h

リストに示すスラブ又は壁厚さ柱の内法高さ

梁のスパン，片持ちスラブのスパン屋根・床スラブの開口（長辺方向）の大きさ

一般鉄筋の継手及び特殊な場合の定着

長方形スラブの短辺有効スパン

梁の内法スパン

階高

鉄筋の呼び名に用いた数値

壁開口（円孔）の大きさ

小梁、スラブの下端筋の定着長さ

一般鉄筋の定着長さ

リストに示す梁せい

柱梁の打増寸法

リストに示す柱幅

リストに示す梁幅
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L3
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L1
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フックあり継手及び定着長さ

フックあり定着長さL2h,L3h

L1h

5-D166-D16 1200＜E≦15001200＜F≦1500

4-D165-D16 900＜E≦1200900＜F≦1200

3-D164-D16 600＜E≦900600＜F≦900

600＜F≦900 600＜E≦9004-D16 3-D16

3.1.   ~   の場合、壁筋がD19以上の場合の補強筋は上表に

××

×

筋とすること。

5.

4.

3.

2.

1.(注)

図3.11　梁の打増補強配筋要領

× ×

2-D10

2-D10

(2) 壁梁の場合は、断面表による。

1200≦D≦1500600≦D＜900 900≦D＜1200

図3.10　腹筋及び幅止め筋(その1)

一般の梁は、断面表による。記入がなければ図3.10による。(1)

腹筋及び幅止め筋(d)

梁の端部で間隔の異なる場合は、図3.9による。(3)

図3.9　あばら筋の割付け(その3)

図中の@P，@P'は、記入されたあばら筋の間隔を示す。2.

あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。1.(注)

×

かかわらず壁筋と同径筋を使用する。

ものとする。　

打増部分が70未満の場合は補強筋不要。ただし、70未満の打増

部分に壁が取り合う場合は、壁筋(縦筋、横筋共)を延長して補強

補強あばら筋は、梁あばら筋と同径・同間隔とする。

補強筋の定着は原則としてL2とする。

　印筋は打増寸法E及び打増寸法Fで決まる補強筋を兼ねる

D 腹筋
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なお、小梁、壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、打増部分を除いて算定する。

梁の打増補強筋は図3.11による。
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補強筋

160以上の場合のみ
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梁側面上下に壁の付く場合
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 　 梁貫通補強要領に示す量の1/2
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腹筋と同径
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 　 以上の補強筋を入れること。

梁上下の打増

梁貫通部側面に打増がある場合
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二段筋

※L2h

※L2h

※L2h

※L2h

※L2h

※L2h

※L2h

※L2h

※L2h

※L2h

※

要L2hを確保できない場合は、   0.4(d)(3)によることができる。※

要L2hを確保できない場合は、   0.4(d)(3)によることができる。※

要L2hを確保できない場合は、   0.4(d)(3)によることができる。※

※

梁内定着部

梁内定着部

15d(余長)15d(余長)

(継手)L1

L1(継手)L1(継手)

L1(継手)L1(継手)

(継手)L1

15d(余長)(継手)L1

上端筋　：曲げ降ろす。

要なお、定着の方法は、　　0.4(d)(3)による。

D

要

要

柱頭部の拘束筋は梁が交差する場合は、梁幅の大きい方の　型拘束筋のみ配筋する。

腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、（　　）とする。記入がなければ150mm程度とする。(2)

25d25d

　型拘束筋

25d

　型拘束筋

25d

間隔が一様で、ハンチのある場合は、図3.8による。(2)

(注)1. あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

2. 図中の@Pは、記入されたあばら筋の間隔を示す。

図3.7　あばら筋の割付け(その1)

図3.8　あばら筋の割付け(その2)

図中の@Pは、記入されたあばら筋の間隔を示す。2.

あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。1.(注)

6d以上

図3.6　あばら筋組立の形

副あばら筋は、図3.6とする。(3)

(1) 間隔が一様で、ハンチのない場合は、図3.7による。

あばら筋の割付け(c)

なお、(ﾊ)の場合は、スラブの付く側を90ﾟ折曲げとする。

の付く側、T形では交互とする。

フックの位置は、(ｲ)の場合は交互とし、(ﾛ)の場合は、L形ではスラブ(2)

図3.5　あばら筋組立の形

(6) 充腹型鉄骨を有するSRC梁については幅止め筋は不要とする。

　型筋は端部あばら筋と同径・同間隔とする。

(5) 最上階の柱・梁仕口部内には、　型拘束筋を配筋する。

T形梁の場合は、(ﾛ)~(ﾆ)とすることができる。

形は、図3.5(ｲ)とする。ただし、L形梁の場合は、(ﾛ)又は(ﾊ)、(1)

あばら筋組立ての形及びフックの位置(b)

幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10@1000程度とする。(4)

壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、L2とする。(3)

腹筋の定着長さは（　　）とする。記入がなければ30mm程度とする。

(1) あばら筋の種類、径及び間隔は、断面表による。

あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項(a)

３．２ あばら筋等

図3.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

5.

以上が満足できないときは柱の中心軸を超えてから下向きに定着する。

柱せいDが小さい場合において、図3.4の4/5D以上又は3/4D

破線は、柱内定着を示す。4.

ことができる。

梁内定着の端部下端筋が接近するときは、       のように引通す3.

　　　　　印は、継手及び余長を示す。2.

   0.2[加工](b)(2)で定めた鉄筋には、フックを付ける。1.(注)

D

(3/4)D以上

(4/5)D以上

D

(3/4)D以上

(4/5)D以上
(c) ハンチのある場合の定着及び余長は、図3.4による。

図3.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

以上が満足できないときは柱の中心軸を超えてから上向きに定着する。

柱せいDが小さい場合において、図3.3の(4/5)D以上又は(3/4)D4.

破線は、柱内定着の場合を示す。3.

2. 　　　　　印は、継手及び余長を示す。

   0.2[加工](b)(2)で定めた鉄筋には、フックを付ける。1.(注)

D

(3/4)D以上

(4/5)D以上

D

(3/4)D以上

(4/5)D以上

ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図3.3による。(b)

図3.2　段違い梁

(A/D＞1/6の時)

A

L2h

L2

D

下端筋の時(3/4)D以上

上端筋の時(4/5)D以上

連続できる鉄筋は通す
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D
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@P @P
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≦@P

一般階

最上階

を2本重ねたものとする。

(A/D≦1/6の時)

D

段違い梁は、図3.2によることができる。(6)

梁にハンチをつける場合、その傾斜は断面表による。記入がなければ1:4

とする。

(5)

　　　　　受けて、曲げ降ろすことができる。

下端筋　：曲げ上げる。ただし、やむをえない場合は、監督職員の承諾を

梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。(4)

図3.1　梁主筋の梁内定着

上階に柱がある場合の定着長さはL2とし、15dは省略できる。(注)

梁内に定着する場合は、図3.1による。

できない場合は、柱内に定着することができる。ただし、やむを得ず

(3) 梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが

継手中央部の位置、定着長さ及び余長は、図3.3及び図3.4による。(2)

0下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、　/4を加えた範囲以内

0上端筋：中央　　/2以内

大梁主筋の継手及び定着の一般事項(a)

継手中心位置は、次による。(1)
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(継手)L1
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15d(余長)
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あばら筋と同径のもの
吊上げ筋は、一般の
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梁
梁
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柱
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D

20d(余長) 20d(余長)

一般階
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３節　梁の配筋

大梁３．１

3.図中の　　は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版」を示す。(例えば、　　表5.3.2は、標準仕様書の表5.3.2を示す)

2.図中の　　は本標準配筋要領図を示す。（例えば　　0.3「組立」は、標準配筋要領図0.3「組立」の項を示す。）要 要

注)1.図表中の寸法の単位はmmとし、単位記号は省略する。

なお、梁，壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、打増部分を除いて算定する。

かない面には設けないこと。

重ね継手はSRC・S梁の取り付

(注)1. SRC柱の接合部において帯筋の

3.1.

5.

4.

3.

2.

1.(注)

標 準 配 筋 要 領 図 (３)

図2.7　柱の打増(70未満で壁と取合う場合)

壁縦筋
壁筋(縦筋・横筋)と
同径・同間隔で延長

壁横筋

E<70

L
2

L2

壁筋(縦筋、横筋共)を延長して補強筋とすること。

d

(注) SP形において、柱頭及び柱脚の

端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。

行う。

溶接は、鉄筋の組立て前に(注)

一般部

図2.6　柱の打増

柱の打増補強筋は図2.6による。

0.2％以上の間隔で割り付ける。

以上確保されていない場合は、

異なる場合、帯筋は、

範囲において、帯筋比が0.2％

@1.5P1又は@1.5P2とする3.

記入された帯筋の間隔を示す。

なお、@P1,@P2 は、設計図に

梁を考慮して適用する。

その柱に取り付くすべての

又は@1.5P2とする範囲は、

場合、帯筋の間隔を@1.5P1

柱に取り付く梁に段差がある2.

一般の場合に同じ。

1.(注)

(隅寄せの場合)

図2.4　帯筋の割付け

重ねたものとする。
同径のものを2本

上下の柱断面寸法が

帯筋の割付けは、断面表による。記入がなければ図2.4による。(d)

フック及び継手の位置は、交互とする。(c)

電気抵抗溶接

溶接閉鎖型4

135°フックの余長は6d以上とする。フックは先曲げとする。(5)

こと。

帯筋のフック及び電気抵抗溶接の継手の位置は上下同一個所に集中しない(4)

片面フレア溶接の場合は10d以上とする。

溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、(3)

H形の135ﾟ曲げのフックが困難な場合は、W-I形とする。(2)

H形とする。(1)

帯筋組立の形は図2.3により、適用は設計図による。記入なければ、次による。(b)

(a) 帯筋の種類及び間隔は、断面表による。

帯筋２．２

図2.3　帯筋組立の形
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W-　形

H形

梁面より割り付ける。

帯筋

@1.5P2

@P2

@1.5P1

図示のない事項については、

@P1

@1.5P1

２節　柱の配筋

　印筋は打増寸法E及び打増寸法Fで決まる補強筋を兼ねる　

   ~   の場合、壁筋がD19以上の場合の補強筋は上表に

補強筋の定着は原則としてL2とする。

補強帯筋は、柱帯筋と同径・同間隔とする。

部分に壁が取り合う場合は図2.7によるものとし、

打増部分が70未満の場合は補強筋不要。ただし、70未満の打増

ものとする。　

かかわらず壁筋と同径筋を使用する。

×

２．３

図2.5　SRC柱の配筋要領

SRC柱の配筋要領は図2.5による。(e)
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鉄骨ウエブに当る
場合は手前で止め、
10d以上の片面
フレア溶接とする。

梁鉄骨ウエブ貫通

4dを標準

d

柱・梁仕口部

標標


